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議 会 報 告

平成18年第2回岡垣町議会定例会が6月2日～13日に行われ、
条例などが審議され、次の通り可決されました。

夏
だ
、
波
津
ビ
ー
チ
に
行
こ
う

〜
波
津
海
水
浴
場
夏
の
催
し
〜

第２回波津ビーチフェスタ
と　き 7月23日(日)

午前9時～午後3時

※荒天の場合は中止

ところ 波津海水浴場

○ビーチバレーボール大会
4人制で、常に女性2人以上がプレー

するというルールで行います。町内外か

ら40チームが参加します。

両日は、波津海水浴場有料駐

車場(一回五百円)、または、無

料の西部公民館・ふれあいスポ

ーツ広場・内浦小学校を利用し

てください。

波津海水浴場は８月12日(土)

まで利用できます。

○サーフィンボディーボード体験
スクール

対　象 町内の小・中学生

定　員 80人程度

※25メートル以上泳げる人で、

小学生は保護者の同意が必要。

受付は当日会場で行います

問い合わせ 地域づくり課へ

魚つかみとり大会
と　き 7月30日(日)午後1時～

※正午から整理券を配布します

※荒天の場合は8月6日(日)に延期

ところ 波津海水浴場

対　象 小学生以下

※参加無料

○
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金
控
除
の

見
直
し
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
負
担
が
増
加
し
ま

す
。
急
激
な
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、

平
成
18
年
度
か
ら
２
年
間
の
経
過
措
置

を
設
け
、
段
階
的
に
本
来
負
担
す
べ
き

税
額
に
移
行
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
給
付
費
の
動
向
を
踏
ま

え
、
介
護
納
付
金
の
上
限
額
を
八
万
円

か
ら
九
万
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

○
岡
垣
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

こ
れ
ま
で
、
受
給
者
の
医
療
費
は
施

設
の
あ
る
市
町
村
で
負
担
し
て
い
ま
し

た
が
、
市
町
村
間
で
医
療
費
の
格
差
が

生
じ
る
た
め
、
受
給
者
を
援
護
し
て
い

る
市
町
村
で
医
療
費
を
負
担
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

○
岡
垣
町
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任

共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
や
処

遇
改
善
の
た
め
、
退
職
金
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

○波津漁協の海産物や商工会の出店もあります
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里高齢者等相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

７
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
は
全
国
海

難
防
止
強
調
運
動
期
間
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
海
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全

に
楽
し
む
た
め
、
３
つ
の
基
本
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

○
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話
な

ど
で
連
絡
手
段
を
確
保

○
事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
ら
海
上
保

安
庁
１
１
８
番
へ

問
い
合
わ
せ

若
松
海
上
保
安
部
1
７

６
１
‐
４
２
０
０
へ

○
し
尿

休
業
期
間

８
月
14
日
(月)
〜
15
日
(火)

臨
時
収
集
を
希
望
す
る
と
き
は
、
８

月
４
日
(金)
ま
で
に
(有)
環
整
1
２
２
３
‐

０
４
０
２
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
ご
み

休
業
期
間

８
月
14
日
(月)
〜
15
日
(火)

岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
自

己
搬
入
も
で
き
ま
せ
ん
。

○
犬
猫
の
捕
獲
・
引
取
り

休
業
期
間

８
月
11
日
(金)
〜
13
日
(日)

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ(

犬
猫
の

捕
獲
・
引
取
り
は
、
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
1
２
０
１
‐
４
１
８
１
へ
）

家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の
包
装
が
、
１

枚
ず
つ
抜
き
取
れ
る
取
り
出
し
や
す
い

包
装(

外
袋)

に
変
わ
り
ま
す
。

各
販
売
店
で
は
、８
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
、

新
し
い
袋
と
現
行
の
袋
が
一
緒
に
販
売
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
中
身
の
ご
み

お
知
ら
せ

お
盆
の
し
尿
・
ご
み
収
集

な
ど
の
休
業

海
で
安
全
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
も
う

袋
は
同
じ
で
す
。
今
使
っ
て
い
る
ご
み
袋

も
変
わ
ら
ず
使
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
1
２
９
３
‐
３
５
８
１
へ

○
決
め
ら
れ
た
集
積
所(

ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン)

に
、
収
集
日
の
午
前
７
時
か
ら

８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ほ
か
の
集
積
所
に
ご
み
を
出
す
と
、

そ
の
集
積
所
の
清
掃
や
管
理
を
し
て

い
る
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う

○
祝
日
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
間
違
っ
て

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○
ほ
か
の
自
治
体
の
集
積
所
に
ご
み
を

出
す
と
、
不
法
投
棄
で
罰
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

快
適
な
生
活
を

家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の

包
装(

外
袋)

が
変
わ
り
ま
す

職　　種 一般事務職員

採用人数 2人程度

受験資格 昭和56年4月2日～平成元年4月

1日までに生まれた人

※条件により受験できない場合があります

第１次試験
と　き ９月17日(日)午前10時～

ところ 九州共立大学（八幡西区）

内　容
教養試験・適性検査

申し込み 企画政策室・情報プラザ人の駅

にある申込用紙を7月10日(月)から8月16日

(水)までに企画政策室へ

※郵送の場合は、8月16日(水)必着で書類

が完備しているものに限り受け付けます

問い合わせ 企画政策室へ

あなたと元気なまちづくり岡垣町職員募集
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と
　
き

８
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月

31
日

と
こ
ろ

町
内
の
12
医
療
機
関(

い
ま
づ

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
占
部
医
院
、
岡
垣
記
念

病
院
、
加
藤
医
院
、
高
陽
診
療
所
、
こ

ん
ど
う
胃
腸
科
外
科
医
院
、
柴
山
内

科
・
消
化
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
田
中
ひ

ろ
し
小
児
内
科
医
院
、
ふ
じ
た
医
院
、

や
ま
が
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
遠
賀
中
間
医

師
会
病
院
、
公
園
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

対
　
象

岡
垣
町
に
住
民
票
が
あ
る
40

歳
以
上
の
人
で
今
年
度
の
集
団
健
診
を

受
け
て
い
な
い
人(

職
場
な
ど
で
健
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
人
）

検
診
内
容

尿
検
査
、
身
長
・
体
重
、

腹
囲
、
血
圧
、
血
液
検
査
、
心
電
図
、

診
察(

65
歳
以
上
は
介
護
予
防
の
た
め
の

生
活
機
能
評
価
も
実
施
）

健
診
料

五
百
円
※
70
歳
以
上
は
無
料

※
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
人

は
、
受
診
前
に
健
康
福
祉
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い(

手
続
き
は
８
月
１
日

か
ら
）。
調
べ
た
後
、
無
料
の
問
診

表
を
交
付
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳

※
持
っ
て
い
な
い
人
は
事
前
に
健
康
福

祉
課
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

各
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

戦
時
中
の
貴
重
な
資
料
や
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

８
月
11
日
(金)
〜
17
日
(木)
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

行
橋
市
中
央
公
民
館

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
行
政
経
営
企
画

課
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
０
２
８
へ

今
年
４
月
か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
が
、
６
月
２
日
か
ら
、
再
び
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
、
定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

対
　
象

○
第
１
期
＝
生
後
12
か
月
〜
24
か
月
未

満(

１
歳
０
か
月
〜
１
歳
11
か
月)

○
第
２
期
＝
５
〜
７
歳
未
満
で
、
小
学

校
就
学
前
の
１
年
間(

幼
稚
園
な
ど
の

年
長
時)

※
第
２
期
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
過
去

に
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受

け
た
人
も
対
象

○
接
種
で
き
る
医
療
機
関

①
遠
賀
郡
内
・
中
間
市
内
②
福
岡
県
医

師
会
会
員
の
医
療
機
関
で
麻
し
ん
風
し

１　子どもと４つの約束をしよう
・知らない人についていかない
・一人で遊ばない
・外に出かけるときは「だれと」「どこへ」
「何をしに」「何時に帰るか」を言う
・連れて行かれそうになったら大声で
叫ぶ

２　子どもの行動範囲内の危険な所を見
つけて注意しよう

３　どうしても一人で留守番するときは
訪問者に注意しよう

４　日ごろから親子のコミュニケーショ
ンを大切にしよう

問い合わせ
折尾警察署1691－0110または岡垣町防
犯協会(地域づくり課)へ

子どもが誘拐・連れ去り事件に
あわないために

個
別
基
本
健
診
を
行
い
ま
す

福
岡
県
戦
時
資
料
展

麻
し
ん(

は
し
か)

・
風
し
ん
の

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
し
た

岡垣サンリーアイ図書館岡垣サンリーアイ図書館
夜夜88時まで利用できます時まで利用できます

学校の夏休み期間中の7月21日(金)から8月31

日(木)まで、岡垣サンリーアイ図書館の開館時間

を午前10時から午後8時まで、2時間延長します。

問い合わせ
企画政策室または岡垣サンリーアイへ
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ん
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
た
だ
し
、
②
は
、
単
独
ワ
ク
チ
ン

は
８
月
１
日
か
ら

※
上
記
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

と
き
は
、
事
前
に
こ
ど
も
未
来
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
へ

11
月
28
日
ま
で
に
保
育
士
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
と
き
に
は
、
保
育
士
と
し

て
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

対
　
象

現
在
保
育
士
と
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
る
人

※
今
後
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
う

人
は
業
務
に
就
く
前
ま
で
に
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

手
続
き
に
は
３
か
月
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
育
士
登
録
機
関
登
録

事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
1
０
３
‐
５
４
８

５
‐
３
１
５
０
へ

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
岡
垣
の
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
基
本
操
作

を
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

情
報
検
索
を
体
験
し
ま
す
。

と
　
き

８
月
８
日
(火)
22
日
(火)

○
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

○
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
未
経
験
者

定
　
員

各
６
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料
　
　

※
当
日
は
、
午
後
４
時
ま
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ

ザ
人
の
駅
へ

と
き
・
内
容

○
パ
ソ
コ
ン「
Ｍ
Ｏ
Ｓ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
レ
ベ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

２
０
０
３
」検
定
対
策
講
習
会
＝
９
月

５
日
(火)
〜
22
日
(金)
○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
養
成
講
習
会
＝
９
月
１
日
(金)
〜
12

月
12
日
(火)

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(
春
日

市)受
講
資
格

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

婦
で
、
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求

職
登
録
し
て
い
る
人

※
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会
は
欠
席
不

可
受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
、
諸
費
は

自
己
負
担)

定
　
員

各
20
人

※
託
児
有(

要
予
約)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日

(火)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
ま
た
は
県
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
に
あ
る
申
込
用
紙
を

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
９
３
１
へ

学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
学
校
栄
養

士
や
調
理
員
と
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
し

ょ
う
。

と
　
き

７
月
31
日
(月)
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

※
１
日
15
組
。
申
し
込
み
が
15
組
以
上

の
と
き
は
８
月
１
日
(火)
も
開
催

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
　
象

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
の

親
子(

中
学
生
だ
け
の
参
加
も
可)

献
　
立

コ
ー
ン
ご
は
ん
、
豚
肉
の
ピ

カ
タ
、
じ
ゃ
こ
サ
ラ
ダ
、
味
噌
汁
な
ど

参
加
費

一
人
二
百
二
十
円

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
上
靴(

小
学
生)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
20
日

(木)
ま
で
に
岡
垣
町
中
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
1
２
８
１
‐
３
０
０
１
へ

保
育
士
登
録
は
お
済
み
で
す
か

講
習
・
講
座

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室

は
じ
め
よ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
た
め
の

就
労
支
援
講
習
会

催
　
　
し

親
子
で
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

７
月
21
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ(

フ
ォ
ー
ク)

曲
　
目

酔
い
ど
れ
唄
　
ほ
か

※
入
場
無
料

ス
ポ
ッ
ト
講
座
受
講
生
募
集

○
草
木
染

〜
藍
染
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
つ
く
ろ
う
〜

と
　
き

７
月
28
日
(金)
８
月
26
日
(土)

午
後
１
時
〜
４
時

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

受
講
料

１
回
千
円

教
材
費

１
枚
千
二
百
円

締
め
切
り

各
５
日
前

○
手
打
ち
そ
ば

〜
夏
休
み
の
親
子
教
室
〜

と
　
き

７
月
30
日
(日)
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

受
講
料

１
人
千
円(

家
族
で
申
し

込
み
の
と
き
２
人
目
以
降
五
百
円)

教
材
費

１
組
二
千
円

締
め
切
り

７
月
23
日
(日)



込
用
紙
を
７
月
10
日
(月)
か
ら
８
月
15
日

(火)
ま
で
に
同
事
務
組
合
1
２
９
３
‐
３

５
８
１
へ

入
国
警
備
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

９
月
24
日
(日)

受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平

成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
条
件
に
よ
り
受
験
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

採
用
予
定

約
百
四
十
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
18
日

(火)
か
ら
８
月
１
日
(火)
ま
で
に
福
岡
入
国

管
理
局
1
０
９
２
‐
６
２
３
‐
２
４
０

０
へ自

殺
や
事
故
、
犯
罪
被
害
な
ど
で
死

亡
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
方
不
明
者
の
保

護
者
は
、
写
真
、
戸
籍
附
票
な
ど
の
手

掛
か
り
と
な
る
も
の
を
持
参
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

８
月
８
日
(火)
〜
12
日
(土)

と
こ
ろ
　
福
岡
県
警
察
本
部(

福
岡
市
博

多
区)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
警
察
本
部
1
０

９
２
‐
６
４
１
‐
４
１
４
１
へ

ア
ジ
ア
各
地
域
を
勝
ち
抜
い
た
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
が
集
い
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
　
き

７
月
25
日
(火)
〜
30
日
(日)

と
こ
ろ

北
九
州
市
立
総
合
体
育
館

※
入
場
無
料
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行(

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
・
八
幡
駅
か
ら)

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局
1
０
９

３
‐
５
８
２
‐
３
２
１
２
へ

と
　
き

８
月
20
日
(日)
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル(

福

岡
市)

対
　
象

就
学
前
児
童
、
小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生

募
集
人
員

三
百
人

※
参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日

(火)
ま
で
に
福
岡
県
青
少
年
課
1
０
９

２
‐
６
４
３
‐
３
３
８
７
へ

職
　
種

一
般
事
務
職
員

採
用
人
数

１
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
条
件
に
よ
り
受
験
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

○
第
１
次
試
験

と
　
き

９
月
17
日
(日)
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

九
州
共
立
大
学(

八
幡
西
区
）

内
　
容

教
養
試
験
・
適
性
検
査

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
・
中

間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
に
あ
る
申

6

福
岡
県
青
少
年
囲
碁
大
会

参
加
者
募
集

相
　
　
談

行
方
不
明
者
の
捜
索

募
　
　
集

遠
賀
・
中
間
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
職
員

入
国
警
備
官

ス
ポ
ー
ツ

ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権

２
０
０
６
北
九
州
大
会

７月は、社会を明るくする運動強調月間です。

社会を明るくする運動は、犯罪、非行の防止と、罪を犯し

た人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行のない社会

を築こうとする全国的な運動です。

近年凶悪事件の発生などで、治安に対する不安が高まって

います。この背景には、急速な社会の変化の中で、住民同士

のふれあいや親子の対話が減るなど、地域社会や家庭が持つ

犯罪抑止力や教育力などの低下が挙げられています。

福岡県警の統計では、シンナーなどの乱用で検挙補導され

た少年の数は６年連続で全国第１位となるなど、少年への薬

物汚染も深刻です。

犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、また罪を犯し

た人や非行をした少年の更生を促す場も地域社会です。罪を

犯した人たちや非行をした少年の立ち直りを温かい目で見守

り、援助の手をさしのべ、明るい社会を作りましょう。

問い合わせ 遠賀保護区保護司会1201－2144へ

ふれあいと対話が築く明るい社会
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と　き 5月9日
ところ 町民総合グラウンド
優　勝 東山田Ｂ
準優勝 白谷Ａ
第３位 高陽Ｃ

と　き 5月13日
ところ ウエーブアリーナ
《男子Ａ》
優　勝 松本　　剛
準優勝 三浦　　昂
《男子Ｂ》
優　勝 吉岡　知浩
準優勝 川上　　甚
《男子Ｃ》
優　勝 佐野　拓磨
準優勝 松原　雅則
《男子Ｄ》
優　勝 古賀　　穂
準優勝 馬場　湧生
《男子Ｅ》
優　勝 市津　伊織
準優勝 橋本　壮汰
《女子Ａ》
優　勝 清水なつ美
準優勝 清水あゆ美
《女子B》
優　勝 堂山友里愛
準優勝 市津　愛理
《女子C》
優　勝 藤原沙也加
準優勝 井上　朋美
《女子D》
優　勝 中村　麻裕
準優勝 吉野　沙希
《女子E》
優　勝 宮本　栞里
準優勝 中野明日香

と　き 5月14日
ところ 海老津小学校グラウ

ンド
《Aパート》
優　勝 野間
準優勝 手野
第３位 東山田
《Bパート》
優　勝 上海
準優勝 三吉
第３位 糠塚

と　き 5月14日
ところ 武道館剣道場
（小学生）
《９級の部》
優　勝 今谷　智貴
準優勝 井上　志乃
《７・８級の部》
優　勝 安永　兼梧
準優勝 久恒　凪渉
《６級の部》
優　勝 石田　竣介
準優勝 山本　将己
《５級の部》
優　勝 長畑　宏章
準優勝 麻生　　舜
《４級の部》
優　勝 井上　翔太
準優勝 麻生　瑞希
《３級の部》
優　勝　伊藤　大修
準優勝 今谷　祐貴
（中学生）
《５・３級の部》
優　勝 熊畑　陽介
準優勝 柳井　淳志
《２級の部》
優　勝 神田　真吾

準優勝 時津　祐亮
《１級の部》
優　勝 神田　将吾
準優勝 平崎　雄也
《初段の部》
優　勝 今任　翔太
準優勝 市川　麻衣

と　き 5月7・14・21日
ところ 町民総合グラウンド
優　勝 公園通りサンリーズ
準優勝 はつしろサントリー
第３位 遠賀自動車学校

と　き 5月23日
ところ 町民弓道場
《近的競技》
優　勝 川原　正訓
準優勝 山本　昌弘
第３位 笠井　一男

と　き 5月26日
ところ 町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝 小林　一及
準優勝 行山　國雄
第３位 浜中　邦夫
《女子の部》
優　勝 岡村　淳子
準優勝 花田キミ子
第３位 桝　　静子

と　き 5月7日
ところ ウエーブアリーナ
優　勝 サトリーレック
準優勝 ＴＲＡＰ
第３位 吉木同好会

と　き 5月7日
ところ 町民体育館
優　勝 岡垣ジュニア
準優勝 戸切ジュニア（女子）
第３位 岡垣フレンズ

と　き 5月7日
ところ 芦屋町総合体育館
《小学２年生の部》
優　勝 井上　泰希
準優勝 今谷　智貴
《小学３年生の部》
優　勝 安永　兼伍
《小学４年生の部》
準優勝 麻生　　舜
《団体・小学生の部》
準優勝 白雲錬成会(伊藤・
滝野・今谷・安永吏・平崎)

と　き 5月7日
ところ 松ヶ台グラウンド
優　勝 海老津ニュースター

ズ
準優勝 野間レンジャーズ
第３位 山田ビクトリー

がんばった人にマル　─スポーツ結果─

クラブ対抗一般女子
バレーボール大会

ジュニアバレーボール大会(新人戦)

ゲートボール連盟クラブ対抗大会

第31回バドミントン
ジュニアシングルス大会

白雲錬成会段級別剣道大会

軟式野球春季大会

遠賀ライオンズ杯少年剣道大会

第28回日刊スポーツ新聞
社旗争奪戦大会

男女混合ソフトボール大会

弓道5月度月例射会

グラウンドゴルフ５月度例会

家族で夏の思い出づくり　ファミリーペタンク大会
と　　き 8月19日(土)午後5時30分～
と こ ろ 町民総合グラウンド
対　　象 大人・子ども(小学4年生以上18歳以下)混合の3人で1チーム
競技方法 チーム対抗戦　1チーム3試合
表　　彰 賞品や子どもの参加賞あり
申し込み 7月31日(月)までに社会教育課、役場総合窓口、中央・東部・西

部公民館にある申込書を各窓口に提出※当日申し込み不可
問い合わせ 社会教育課へ
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今回の
表　紙

6月30日、高倉神社夏越祭奉納少年相撲大会が行われ、町内の小学生40人が参加しました。競技前ははしゃいでいた
小学生たちも、まわしを締めて土俵に上がると凛々しい表情に。迫力ある取り組みを見せてくれました。次の世代に伝え、
残していきたい、日本文化と地域伝統の一つです。

発
行
／
岡
垣
町
役
場
　
〒
8
1
1
-4
2
3
3
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号

1
0
9
3
(2
8
2
)1
2
1
1
編
集
／
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私は岡垣町でALTとして、2年間生活してきました｡

私は皆さんに英語、そしてオーストラリアやベトナムの習慣、

スポーツ、芸術、食文化を教えました。とても楽しかったし、皆

さんも楽しんでもらえたのであればうれしく思います。

最初に来たとき、とてもドキドキして、少し怖い感じがしたけ

れど、岡垣町の人たちはすごく親切でおおらかな人たちであるこ

とがすぐにわかりました。皆さんは優しく迎え入れてくれたので、

岡垣町に就職できて、本当にラッキーだと思います。

私は日本で生活をし、また、日本

人と触れ合って、素敵な友達もで

き、新しいことや面白い日本文化

を楽しく体験するチャンスも

得ました。今回岡垣町を去り

ますが、この滞在期間中、私は

英語の先生としてだけではなく、日

本文化を学ぶ生徒でもあり、多くのこと

を学ぶことができました。

生徒たちへ。英語はがんばって勉強し続

ければ、いつの日かマスターできるよ！そ

して、間違いを怖がらないでね。

岡垣町の皆さんへ。Thank you! 皆さ

んのおかげで素晴らしい生活を送ること

ができました。

日本で得た貴重な体験を活かしなが

ら、オーストラリアでの新しい人生を

築きたいと思います。岡垣町から離れて

いくけれど、一生忘れられない思い出を

持って帰国します。いつか日本、そして岡

垣町に再び戻ってきます！

▲山笠祭りを体験。WOW！

▲サッカーワールドカップ、オーストラリ
ア対日本の試合。みんなで仲良く応援し
ました

▲山田小学校にて。みんなにたくさん元気をも
らいました

～たくさんの思い出をありがとう～
平成16年7月から岡垣町でALT(外国語指導助手)として勤めていたトー

ニ・リーさんが7月22日、オーストラリアに帰国します。岡垣町の皆さん
に、トーニさんからのメッセージです。


